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   The report deals with a case of solitary renal cyst associated with Wilms' tumor of 

the right kidney arisen in a 14 years old female. Although there are 187 cases of  solitary 

renal cyst so far reported in Japan, no case associated with Wilms' tumor has appeared in 

literatures. In particular emphasis, the patient was exposed in utero to the atomic bomb 

explosion at the distance of 1.2 km. from the hypocenter while her mother was in 6 months 

of gestation.

1緒 言

単純 性腎嚢腫 についての報告 は本邦では佐藤

(1902)の 第1例 以来巾(1962)は1957年 迄 の

症 例に 自験例 を加 え,91例 につい て統計的考察

を行 い,大 井(1963)は1962年 迄 の報告 として

113例 に ついて考察を加えてい るが,川 添(1965)

は 巾 の報告以後 の症例 と して1963年 迄 に本邦交

献 か ら自験例を加 えて75例 を蒐集 してお り,こ

れ を巾の報告 の91例 に加 える と総数166例 とな

る.わ れわれは川添 の報告以後1965年 迄 に 自験

例 を加 えて,21例 の 報告を見 出したので,本 邦

で は現在迄は187例 の 報告 が あるもの と考 えら

れ る.

一 方単純性腎嚢腫の腫 瘍 との合併にっい ては

Lowsley&Curtis(1945)は 血 性内容を 有す

る腎嚢腫 の25%に 悪性腫瘍 が合 併 してい ると言

い,又Walsh(1951)は500余 例 の腎嚢腫に7%

の 割合 で 腫瘍 の 合併 を みた と 報告 してい る.

Rehm(1961)も 一 般 に 単純 性腎嚢腫 の3～5

%に,血 性 内容 を有 す る腎嚢腫の25～30%に 悪

性腫瘍 の合併が み られ ると述 べてい る.初 めに

も述べ た様 に187例 の腎嚢腫 の 報告が あ り,そ

して村上(1943)の 報 告 以来 現在 迄腫瘍 との合

併は 自験例を含 め17例 の報告が あるがWilms

腫 瘍 の合併例は文献上一例 も見出 し得ない.

わ れわれはWilms腫 瘍 を伴 った巨大な腎嚢

腫の1例 を 経験 し,手 術に よ り腎別 除を 行 な

い,そ の後 の経過が 良好 であ る症 例を得たので

報告す る.

H症 例

患者:14才,女 子(初 診昭和35年8月7日)

主訴:右 側腹部の腫瘤感

家族歴=特 記すべきものはない.

既往歴=妊 娠6カ 月の時母体内で広島の爆心地より

1,2kmの 地点で原爆に被災している.5才 でツベル

クリソ反応が陽転した.

現病歴=1週 間前に入浴時右側腹部に腫瘤の触れる
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のに気づいた,腹 痛,発 熱,血 尿(肉 眼的),排 尿痛

等はない.

現症:体 格,栄 養中等度,体 重44kgで 貧血はなく

脈搏は整,緊 張良好,体 温36.5.C,血 圧130/70,腹 部

所見としては右季肋下部に手拳大の腫瘤を触れるが,

座痛はない.腫 瘤の中央部は膀の高さである.腫 瘤の

表面部は平滑で弾力性がある,境 界は比較的鮮明で,

呼吸性移動は良好である.左 腎は触れず,膀 胱部にも

異常はない.

血液及び血清化学的所見;赤 血球486×104,血 色素

84%(Sahli),白 血球6,500,白 血球分類に 異常は認

めない.血 沈1時 間値16mm,2時 間値36mm,血 清

総蛋白量7。99/dl,A/G1.O,T.T.T.1.1u.Total

cholesterol260mg/d1,Cholesterolester131mg/dl,

NPN35mg/d1,Urea-N12mg/d1,Na349mg/dl,

C1378mg/d1,Ca10mg/d1.

尿所見=黄 色,軽 度混濁,1日 尿量1,000cc,比 重

1,022,蛋 白陽性,糖 陰性,赤 血球(什),白 血球(+),

上皮細胞(一),円 柱(一),細 菌(一).

膀胱鏡所見:膀 胱容量300cc,膀 胱粘膜は三角部に

毛細血管の拡張がみられる以外は異常所見なく,尿 管

口は両側共に正常で,青 排泄は右側は5分50秒,左 側

は4分50秒.

水試験及びPSP:稀 釈及び濃縮試験異常なく,PSP

は2時 間値尿量250cc,61%.

レ線学所的見:腎 部レ線単純撮影では異常は認めな

い(写 真1).

逆行性腎孟撮影では左腎の腎孟像及び尿管の走行は

正常であるが右腎の腎孟像はやや拡張しており上位の

腎杯像は欠損している(写 真2).

後腹膜気体造影+逆 行性腎孟撮影では左腎のNe-

phrogram及 び腎孟像は正常である.右 腎のNephro-

gramで は右腎の著明な腫大がみられ,Balloon状 を

呈している.又 腎孟像では腎孟の軽度の拡張と共に上

位の腎杯の著明な拡張がみられる(写 真3).

以上 の所見 より右腎腫瘍の うたがいをもって手術を

行なつた,

手術所見=気 管内麻酔にて手術を 開始した.Berg-

man-lsrael斜 切 開を右12肋 骨弓に 出来るだけ近 く加

え,後 腹膜腔に達した.腎 の脂肪嚢は指尖で容易に剥

離できたが,腎 表面から膨隆する手拳大の嚢胞を1個

認めた.腎 茎血管,腎 孟及び尿管には異常を認めなか

つた,嚢 胞中央部を穿刺すると血性液が得 られたので

型の如 く腎列除術を施行した.

捌除腎所見=重 量8929,腎 の外側轡より手拳大の

波動性を有す る嚢胞が突出している,表 面から赤褐色
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の液が透見できる(写 真4).

この嚢胞に切開を加えると嚢胞は2房 性でありいつ

れの嚢胞も嚢胞隔壁と腎孟との交通孔はみられなかっ

た・第 工の爽腫内には ,150ccの 粘液性,赤 褐色の液

がありRivalta反 応陰性であつた.こ の嚢腫壁は比

較的厚かった.第Hの 嚢腫内には350ccの 赤褐色漿

液性の液があ り,Rivalta反 応は陽性であった.嚢 腫

壁は薄 く,腎 実質に接する嚢腫壁の内面より黄色の母

指頭大から大豆大の円形のブドー房状の有茎性の腫瘤

が突出してお り,腫 瘤は柔軟で・ゼラチン様であり,表

面には数の多出血斑を認めた(写 真5,6,7).

嚢腫 内容液の分析:粘 液性150ccの 第1嚢 腫の内

容ではTotalprotein5.2g/d1,A/G1.27,Total

cholestero1244mg/dl,Choleserolester103mg/d1.

Urea-N36mg/d1,Na149mEq/1,C1109mEq/1,Ca

5.4mEq/1で あ り,漿 液性350ccの 第H嚢 腫内容で

は,Totalprotei119.5g/d1よ り大,A/G1.51,Total

cholestero1181mg/d1,Cholesterolester86mg/dl,

Urea-N19mg/d1,Na38mEq/dl,C129mEq/1,Ca

4.1mEq/1で あった,

病理組織学的所見:組 織標本は 嚢腫壁,腫 瘤 の 部

分,正 常腎の各部より作成した,

嚢腫壁の 最内層には一層の 上皮細胞が みとめられ

る.壁 全体はほとんど一様に線維性に変化し,こ の組

織中にも拡張した尿細管が散在している(写 真8).

腫瘤の部分の組織像は多彩である.即 ち(1)ク ロマ

チソに富む紡錘状の細胞よりなる間質の中に拡張した

一層の上皮細胞よりなる尿細管様の腺腔および胚性の

尿細管様構造を呈する部分(写 真9),(2)線 維腫様

の構造の部分(写 真10).(3)一 層 の上皮細胞よりな

る腺腔が拡張して,嚢 胞状を呈し,間 質にはクロマチ

ンに富む紡錘形の細胞が みられる(写 真11).(4)平

滑筋肉腫様構造や,胚 性の糸球体構造のみられる部分

(写真12),(5)線 維性組織と脂肪組織の混在する部分

(写真13),以 上の 組織所見 はWilms腫 瘍の組織像

とほぼ一致するものと考えられる,写 真14の 如 く腎実

質の部分ではほとんど正常の糸球体および尿細管構造

を有する所見がみられる.

術後経過:手 術後経過は良好で術後12日 目に手術創

は完全に治癒 したのでCo照 射を行なった.即 ち毎 日

200γ を3方 向より全量4,000γ 照射した.術 後現在迄

健在である.

皿 考 按

その発生病理に関 しては諸説があり,不 明な

点め多い腎の孤立性嚢腫も欧米は勿論わが国で

も比較的多 くの報告がなされており,さ ほど稀
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な疾患 とは言 えない様 である.即 ち本 症はHare

(1846)の 記 載を 噛矢 とす るが,本 邦 では佐藤

(1902)が 初 めて報告 し,安 井(1942)は1941年

迄 に33例 あ る とし,高 安(1955)は 安 井以後 の

報告28例 を蒐集 しているが,巾(1962)は 安 井

および高安 の報告 に1957年 迄 の本邦文献 より蒐

集 した29例 お よび 自験例 を加 えた91例 について

統計 的考 察を行 なってい る.又 川添(1965)は 巾

の報告 以後 か ら1963年 迄 の本邦文献 より蒐集 し

た73例 お よび 自験2例 計75例 に ついての考 察を

してお り,こ れ らを総計す る と166例 とな る。そ

の後 も井 川,森 源,栗 原等 の報告 が20例 あ り,

これ らと自験 例を合 わせ ると1965年 迄 には本邦

報告 は187例 あ るもの と考 え られ る.

単 純性腎嚢腫の発生機序 については大 別 して

先天性説 と後 天性説 が上げ られ る.先 天性説 に

はHildebrandt(1894)の 造 後 腎組 織由来 の尿

細管 と原腎管 由来 の集合管 との結合 欠陥 とい う

説,Kampmeier(1923)の 退 化 すぺ き 初期 尿

細管が 退化せず に 拡張 して 嚢胞 となる と い う

説,Virchowの 胎 生期 の 間質性 腎炎の ため尿

細管周囲 の硬化,尿 細管閉塞がお こるとい う説

が あ り,後 天性説 には尿細管閉塞説,腫 瘍説,

炎 症説な どがあ る.

一 方腎 の嚢胞性疾患 の分類はHinman(1937),

Braasch&Hendrick(1944),Campbe11(1954),

Spence(1957)な どが形態学的,病 因論 的色 々

の分類を試み,主 として嚢胞の腎孟 との交通,

嚢 胞 の位置,嚢 胞壁の構造,内 容液 の性 状,嚢

胞の数,合 併 症な どが検討 され,分 類 上の問題

となって来た.Spence(1957)は 上 記 の点を考

慮 した上 で次の如 ぎ分類 を行 なってい る.

1.Singlecyst(solitarycyst)

2.Calycealcyst(hydrocalyx,hydrocaly-

cosis,calycealdiverticulum,pyelogenic

cyst)

3.Cystassociatedwithneoplasticdis-

ease,cysticdegenerationofparenchy-

malcarcinoma,malignanatchangeoccur-

inginwallofsimplecyst,cystadenoma.

4.Cystsecondarytononmalignantrenal

pathology・

5.Congenitalpolycystickidneydisease

Infantiletype

Adulttype

6.Congenitalunilateralmulticystickidney

7.Peripelviecyst(parapelvic,pyelogenic

medullarycyst)

8.Perinephriticcyst(hydroceleofthe

kidney,hygromarenale,perirenalhy-

dronephrosis)

さ らに単 純性腎嚢腫 を次 の様 に分 けている.

singleormultiple;unilateralorbilate-

ra1:unilocularormultilocular;serous

orhemorrhagic

わ れ われ の症例 の場合腫瘍 の合併 がみ られ るが

Gibson(1954)は 腫 瘍 と嚢腫 が合併 した場合の

因果 関係 について次 の4つ に整理 している.

L腎 腫瘍 と腎嚢腫が全 く別個 に発生す るも

の.

2.実 質 性腎腫瘍 の変性 に より形成 された嚢

腫.

3.既 存 の嚢腫壁に腫瘍 が発生 する もの.

4.腎 腫瘍 に よっ て尿細管 お よび血管 が共に

閉塞 され,そ の末梢部 に形成 された嚢腫.

この中,腎 腫瘍 と単純性腎嚢腫 の合併 がみ ら

れ る例の大部分は4に 属す る ものである とし,

Gibsonは 嚢 腫が腫瘍 内に 生 じた様 に 見 える場

合 で も,先 づ腫瘍 の外方 に二次 的に褒腫 が生ず

るが,後 者が益 々増大す る結果,つ いには嚢腫

のためにその起源 であった腫瘍 がすっか り包埋

されて しまって,恰 も嚢腫 内に二 次的に腫瘍が

生 じたかの如 き外観を呈す る と説 明 している.

そ して家兎の腎乳頭部を電 気凝 固にて閉塞,

同時 に腎動脈 枝を結i紮,腎 実質 に貧血 と梗塞を

起 させ孤 立性嚢 胞の形 成に成功 した とのHepler

(1930)の 報 告 を 上げてい る.腎 嚢 腫 と腫瘍 の

合併 す る場 合 のGibsonの 言 う3に 相当する例

として岡(1955)の 報 告が あ るが氏はその症例

が3に 属 す る理 由と して腫瘍 と嚢腫 の位置的闘

係,組 織学的所見 を検討 してお り又Gibsonの

言 う4に 相当す る場合即 ち腎腫瘍 に起因 した腎

嚢腫 の例 において石 田(1960)は そ の臨床経過

を取 り上 げてい る.し か しWhite&Braqnstein
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(1954)の い う様 に腫瘍 と嚢腫 の併存 す る症例に

おいてその起 源に さかのぼっていつ れが先行 し

たかをあとか ら適 確に定め ることは至難 な場 合

が少 な くない といえ る.わ れわ れ症 例の場合 腫

瘍 と嚢腫 の関係につい てみた場合,腎 腫 瘍 と腎

嚢腫 とが全 く別個に存在 しているのではな く.

又腫瘍が変性 して嚢腫 化 した とも考 え難 い,し

か し嚢腫が腫瘍 に起 因 した ものか,又 は嚢腫壁

が悪性化 した ものかは決定 し難 い.な おわれ わ

れの症例の腫瘍 が如何 な る種類 の腫瘍で あるか

の決定はAIIen(1962)に 従 った.即 ちAIlen

はWilms腫 瘍 の組織学 的特長 と して次 の如 き

所見を上 げてい る① ク ロマチソに富 む紡 錘形細

胞の間質を もつ未熟な胚性 の糸球体,尿 細管構

造②平滑筋肉腫様所見③筋組織所見 ④管状嚢腫

⑤線維腫様所 見⑥ ロゼ ッ トを含む神経芽 腫様所

見⑦軟骨,及 び骨様所 見⑧線維化,壊 死,脂 肪

組織所見等,こ れ らの所 見 とわれわれ の症例 の

組織像はほぼ一致 して お り,Wilms腫 瘍 と決

定 した,

発 病年令お よび性別:Abeshouse(1956)の

生後5日 の男児,Christenson(1954)の 新 生

児男女各1例,Travers(1954)の 生 後4週 目

の女児の1例 の報告等がみ られ るが,Campbe11

は20才 以 下には少ない と述べ,Kutzmanは 平

均年令は49.6才 と してい る.Slnithは 蒐 集 した

300例 の75%は50才 代 であった としてい る.高

安は42例 の統計 で,巾 は91例 の 統計で30才 か ら

50才 に 圧倒 的に多 い とし,川 添は75例 の 症例 の

中の54例(74.9%)は40才 ～60才 で あった と述

べている.

本症は一般には女 子に多い とされ ているが,

そ の頻度に差 はない とい う山 田(1951)男23:

女21,有 木(1955)男24:女28,前 田(1956)

男29:女31,巾(1962)男41:女49の 報 告や,

女 に やや 多い とい うHepler(1930)男76:女

169,高 安(1955)男12:女29,川 添(1965)

男30:女41等 の 報告が ある.

患 側お よび嚢腫発生 部位:本 邦では左側 に多

い とす る安井(1933),山 田(1951),有 木(1955) ,

高安(1955),の 報 告 と,右 側に 多 い とす る巾

(右46:左33),川 添(右35:左30)の 報 告 があ
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る.欧 米の統計では右側が多 くなっているが,

Campbe11(1954)の 如 く,左 右差 の ない とす

る者 もある.Campbell(下 極50%)の 報 告の如

く嚢腫 の発生部位については欧米で も下極に多

発 してい るが,本 邦 において もいつれ の報告 を

みて も 下極 に 多発 してい る.山 田(下 極67.6

%),有 木(下 極70%),高 安(下 極49%),川

添(下 極45.3%)の 如 くである.

わ れわれ の症例 では比較的 その発生 の少 ない

14才 の女子の右腎の上極に発生 していた.

主 訴:本 症 例は腫瘤感を主訴 として来 院 した

が,一 般には嚢胞の小 さい ものでは無症状に経

過 し,感 染,腫 瘍,結 石な どの合併 のため又 は

手術時偶然 に発見され る ことが多い し,巨 大 な

嚢胞 でも自覚症に乏 しいことが少 な くない とい

う.統 計 上 これをみ ると高安 の蒐集 した例では

血尿,腹 部腫瘤 が多 く,巾 の報告 では腹部腫瘤

(19.8%)血 尿(18.7%)腹 痛(16。5%)が 多 い

し,川 添 の報告で も腹部腫瘤(21.7%),側 腹

部痛(20.7%),血 尿(20.7%)の3症 状が特 に

多い としてい る.Herman(1943)は 血 尿の頻

度 は10%以 下 であ ると述べ てい るが,本 邦報告

例 では一般 に血尿 の頻度 は高 く,高 安20%以 上,

瀬 川(1960)22.1%,巾18.7%,川 添20,7%と

な っ てい る.

嚢 腫内容:高 安 に よれば,内 容液 は漿液性,

透 明な ことが多 く,そ の他血性,粘 液性,膠 質

性 の内容 を もつ もの もある とい う.内 容成分に

つ いての 報告は 少 な く,一 般 に 蛋白質を含有

し,尿 素,リ ン酸,ク レアチン,各 種塩類(Ca,

K,Na,C1)が 含 まれてい るとの 報告が ある.

植 松(1958)は 尿 素窒素46.1mg/d1を 定 量 し,

C1は 血 漿,尿 含有量 より 多 く,Naは 血 漿,

及 び尿含有量 の中間値,Ca,Kは 血 漿及び尿中

含有量 より少量 であった と報告 してい る.わ れ

われ の症例 では第1嚢 腫 の内容は粘液 性の赤褐

色 の液 でTotalprotein5.2g/dl,A/G1,27,

Totalcholestero1244mg/d1,Cholesterolester

103mg/d1,Na149mEq/1,C1109mEq/1,Ca

5.4mEq/1,Urea-N36mg/dl,で あ り,こ れを

患者血 清のそれ と比べてみ ると,Totalprotein

は血 清値 より低 く,Urea-Nは 血 清値 よ り高 い,
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Cholesterol,Na,C1,Caは 血 清 値 と ほ ぼ 岡 値

で あ る.

第 ■嚢 腫 の 内 容 は 漿 液 性 赤 褐 色 で,TotaI

protein9.59/dlよ り大 で,A/G1.51,Total

cholesterol181mg/dl,Cholesterolester86mg

/dl,Na38mEq/1,Cl29mEq/1,Ca4.1mEq/

1,Urea-N19mg/d1で 血 清 値 と 比 べ る と,total

protein,Urea-N,は 血 清 値 よ り高 い が,Chole一

stero1,Na,C1,Caは 血 清値 より低 かった .以

上腫 瘍を含む第 ■嚢腫 の内容 はTotalpr.otein,

A/Gに お いては 第1糞 腫 の内容 より大 であっ

たが,Cholestero1,Na,C1,Ca,Urea-N,は 共

に第1嚢 腫液 の 方が 第 ∬嚢 腫液 よ り大で あっ

た.こ れ らを近藤(1960),大 井(1963),Clarke

(1950)の 成 績 と比較 す ると第1表 の如 くになる.

合 併症:孤 立性腎嚢腫 の合併症 としては各種

第1表 嚢 腫 内 容 液 の 分 析

箋鹸 屡 鹸 轍 野 大井(1963)の例1聯 魏1懸 人血清値
Totalproteing/dl

A/G

Totalcholesterolmg/dl

CholesterolesterIng/dl

NamEq/l

CImEq/1

CarnEq/1

Urea・Nmg/d1

5.2

1.27

244

103

149

109

5.4

36

9.5よ り大

1.51

181

86

38

29

4.1

19

2.2

1.77

195

158

3.0

14

6.4

正50

418

5.1

2.7

154

458

3.9

2.2

2.83

148

112

26

6～8

1.2～1.8

150～230

90～180

0137～143

!OO～106

8.5～!1.5

8～15

の疾患が報告 されてい るが,川 添の蒐集 した75

例 の中では 尿路結石症7例(26%),腎 下 垂 症

5例(18.5%),尿 路 奇形5例(18.5%),腎 腫

瘍4例(14.8%),尿 道 狭窄2例(7.4%)異 常

血管,腎 石灰 化症,前 立腺肥大症,膀 胱癌各1

例(3.7%)の 計27例(36%)に 尿 路合併症が み

られ た としている.わ れわれ の症例ではWilms

腫 瘍 の合併 をみたが,こ こで腎嚢腫 と腫瘍 の合

併 について考察 してみた.

Hepler(1930)は249例 の蒐集例中に36例 の

血性嚢腫 をみ,こ の中の15例(6.1%)が 腫 瘍を合

併 してい た とし,Braasch&Hendrick(1944)

は163例 中11例 は血性嚢腫 で この中の3例(3.7

%)に 腫 瘍を みてい る.Gibsonは 孤 立性腎嚢

腫の約7%に は腫瘍の合併 をみ ると してい る.

Rehm,Taylor&Taylor(1961)も 単 純性腎

嚢腫の3～5%に は 悪性腫瘍の合併 があ り,又

血性嚢腫の25～30%に 悪性 腫瘍 の合併をみ ると

述べてい る.そ こで 欧米 の 文献 につ いて み る

と,向 山(1954)は そ の34例 を集 め,石 田,能

中及 び藤 村(1960)が これ に7例 を追加 してい

るが,こ の41例 の他 に中村(1962)は14例 を追

加 し,合 併 した腫瘍 と して副腎腫(類 副腎腫,

淡 明細胞癌)17例,腺 豪腫10例,腺 嚢腫癌6例,

腺 癌4例,肉 腫4例,乳 頭状癌3例,癌 腫2例

Wilms腫 瘍2例,嚢 腫 癌1例,血 管腫1例,

平 滑筋腫1例,腎 孟乳頭腫2例,不 明2例 を上

げてい る.こ の中Wilms腫 瘍 については1例

はNeff(1932)が 血 性 内容 を もつ腎 嚢腫に合併

した例を報告 してお り,他 はGutierrez(1942)

が18才 の 少女 の例を報告 している.一 方本邦の

文献 において孤立 性腎嚢腫 と腫瘍 の合併 のみ ら

れた例 につ いての報告 は村 上(1943)の 副 腎腫

との合併症が初 めてで,次 で世良d952)は 腺

癌の合併 した1例,向 山(1954)は 腫 瘍に起 因

した二次的孤立性腎嚢腫 の4例 を,岡(1955)

は二 次的に血管腫及 び乳頭腫 の発生 した1例,

隠 岐(1957)は 腺 褒腫癌 の合併 した1例,高 井

(1959)は 腎 腺癌 の合併 した2例,中 村(1962)

は 腎 孟乳頭腫 の合併 した1例 を報告 してお り,

中村(1962)は 自験 の1例 を 加 えた141例 の孤

立性腎嚢腫 の中で同時 に腫瘍 の存在 していた症

例は16例 即ち11.3%で 欧 米 の報告 よりやや多い

と述べてい る.わ れわれ は1965年 迄 に孤 立性腎

嚢腫 は187例 を蒐 集 し得たが その中で 腫瘍 の合

併 をみた のは 自験1例 を加 え17例(9.1%)で あ

った.こ の17例 の 腫瘍 の種類 をみてみ ると,副

腎腫(類 副腎腫,淡 明細胞癌)3例,腺 爽腫2例,
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腺嚢 腫癌1例,腺 癌3例,血 管内皮腫1例,乳 頭

腫 十血管腫1例,腎 孟乳頭 腫4例,W'ilms腫 瘍

1例,不 明1例 であって,Wilms腫 瘍 め合併は

自験の1例 のみで あ り,欧 米 の報告を加えて も

3例 しかみ られ ず,非 常に稀 な合併症 と言 える.

診 断:孤 立性腎嚢 腫には特有な症 状 とい うも

のはな く,又 嚢胞 が小 さかった り,嚢 胞 の存在

する位置 に よづては,手 術 時偶 然に発見 され る

以外には診断 は不可能 であ る.本 症の診断 の際

最 も重要 なのは レ線撮影 法で あるが,こ れ とて

も腎実質腫瘍 との鑑 別は至 難であ る.最 近 では

経皮的穿刺造影法 と腎動 脈撮影法 の応用が重視

され,市 川は特 に腎動 脈撮 影の際腫瘍 にみ られ

るpooling,lacking又 はpuddling,stripPling,

な どの像 がな く,嚢 胞 部分のavascularityが

特 異的である としている.し か しClarkeは こ

の腎動脈 撮影 も決定的所 見はない と してお り,

術 前の腎腫瘍 との鑑別は 困難 であ る.従 っ て嚢

腫 と腫瘍 の合併を術甫 に正確 に診断 す るこ とは

さちに困難 であるが,Ainsworth&Vest(1951)

お よびGrabstald(1954)等 の い う 嚢腫へ の

directtranslumbarpunction及 びCatheteri-

zationに よる採取液 の検査 とrenalcystography

を行 うのも良 い方法で あろ う、 しか しこれ とて

も腫瘍 と嚢腫がは なれ て存在 す る場 合は意味が

な く,腫 瘍 の際叉は腫瘍 の合併 す るときは腫瘍

細胞の散布,出 血,感 染 の危険 がある.わ れわ

れの症例 では逆行性腎孟撮影+後 腹 膜気体造影

法を行 なったが,腎 腫瘍 の うたがいを もって手

術 にのぞみ術 中に巨大 な腎糞腫で ある ことを知

り,そ の内容液 が 穿刺 の 結果血性 で あっ たの

で腫瘍 の 合併 を うたがっ て これを 別除 した.

Wilms腫 瘍 の合併は 別除腎に 割を入れて初め

て確認 し得た ので ある.

そ の他:Wilms腫 瘍 を その予後 の 点か らみ

ると非常 に悪 く,幸 地(1963)は 本 邦 におけ る

手術例161例 中6ヵ 月 以上 の 再 発 の 兆候 な く

健在 してい るものは わず かに9例(5.6%)に

す ぎない と述べ,又Uson,Lattimer&Meli-

cow(1958)は85%は 腎 別除後2年 以内に死 亡

してい ると述 べ,そ の予後 と関係 あ る事 項 とし

て次の如 ぎ条 件を上 げている.
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1.腫 瘍 の別 除が生後1年 以内に行 なわれた

ものは予後が良いが,2～5年 で行なわれ

た ものは悪 い.

2.腫 瘍 が腎下極 に限 局 されてい るものは良

いが上極 に存在 す るものは予後 が悪 い

3.腫 瘍 がその被膜 と共 に別 除で きる ものは

良いが,被 膜の破壊 されてい るものは予後

が悪い.

4.腫 瘍 の浸潤,転 移 のない ものは予後が良

いが,そ れのあ るものは悪い.

5.血 沈 値 が1時 間に35mm以 上 の 場 合は

予 後が悪い.

Wilms腫 瘍 の 治療 法 としては 本腫 瘍が放射

線 に高い感受性 を有 す ることか ら放射 線療 法を

外科 的療法 に併 用す ることに より近年 その治療

成 績の向上 をみてい る.放 射線 照射 方法は術前

照射 と術後 照射 に分 け られ るが,術 前 照射 につ

いては諸家 の意 見は一致 しない 亘理(1962)

に よる と各治療法 とその2年 生存率 の比較 は次

の如 くであ る.即 ち 手術だけ の 生存率13.9～

20.9%,手 術+後 照射15.2～28.0%,前 照 射+

手 術19.5～27.2%,前 照 射+手 術+後 照射24.1

～32 .0%で あ る.わ れわれ の 症例 では 腎別 除

し,手 術 創部の治癒後直 ちに毎 日200γ を三方

向か ら全 量4000γ 照 射 したが,術 後現在迄5

年 にな るが健康 に生 活 してい る.そ の他本症例

で特異 な ことは,患 者 が胎 児6カ 月の時に爆心

地 より約1,2km.の 地 点で被 爆 してい ることで

あ るが,こ れが嚢腫の発生又はWilms腫 瘍 の

発生 と如何 な る関係を もつ ものかは今後検討 し

たい,

IV結 語

14才女子の右腎に発生 したWilms腫 瘍を伴

った孤立性腎嚢腫の1例 を報告した.本 邦にお

いて孤立性腎嚢腫の報告例は 現在迄に187例 の

報告がみ られるが,自 験例の如 きWilms腫 瘍

を伴なった症例は未だその報告をみない.又 本

症例に特異な事 として患者は胎生6ヵ 月即ち母

親が妊娠6ヵ 月で爆心地 より約1.2km・ の地点

で原爆に被災 していた点である.
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